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キーワード：詐欺、不当請求





解説








　利用した事実がないのにもかかわらず、何らかの有料ホームページを利用したかのような文言のメールを送り付け、メールを受け取った者を騙して金銭を振り込ませようとするもので、インターネットのみならず、携帯電話にもある架空請求詐欺の一種です。このような場合、「請求がきても言われるままに支払わない」、また、「慌てて業者に連絡しない」ことが重要です。支払ったり、連絡することで悪質な業者に個人情報が知られてしまい、別の被害にあう可能性があります。また、メールに「給与を差し押さえる」「取り立てに来る」などと書かれていても、実際にはあり得ません。


【ポイント】


・身に覚えのない請求がきても支払わない、慌てて業者に連絡しないこと


・相手先に連絡を取ってしまったら、ただちに保護者や警察、消費生活センターなどに相談すること


・「裁判所からの支払督促」や「少額訴訟の呼出状」と思われる場合は、真偽の判断が難しいため放置せず、すぐに消費生活センターに相談すること





問題点





利用者を騙して現金などを詐取する











題名：最終通告


本文：この度、お客様が以前に登録された【総合情報サイト】の登録料金３０００円が未納の状態となっております。本通達から翌日の正午までにご連絡をいただけない場合、手続きに入らせていただきます。退会処理・ご利用状況につきましては、下記までお問合せ下さい。


○○株式会社　担当：顧客管理部○○


東京都○○区××-○　Tel：03-○○○○-○○○○





　ある日突然、身に覚えのない業者から「以前お客様が利用された登録されたサイトの料金が未納です。強制回収などの手続きに入ります。」などといった金銭の請求メールが送られてきた。





06　メールによる架空請求









